
令和４年度 

池田町歳入・歳出決算における健全化判断比率分析について 

 

健全化判断比率とは 

健全化法においては、地方公共団体（都道府県、市町村及び特別区）の財政状

況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断するためのものとし

て、以下の４つの財政指標を「健全化判断比率」として定めている。 

 
①実質赤字比率 

一般会計等を対象とした実質赤字額の、標準財政規模(※)に対する比率であ

り、これが生じた場合には赤字の早期解消を図る必要がある。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②連結実質赤字比率 

公営企業会計を含む全会計を対象とした実質赤字額（または資金不足額）の、

標準財政規模に対する比率であり、これが生じた場合には問題のある赤字会計

が存在することとなり、赤字の早期解消を図る必要がある。 

 
③実質公債費比率 

一般会計等が負担する元利償還金などの、標準財政規模に対する比率（過去 3

ヵ年の平均）であり、18.0％を超えると起債の発行等には県知事の許可が必要

となり、25.0％を超えると一部の起債発行が制限される。  

 
④将来負担比率 

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率であ

り、これらの負債が将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すストック

指標である。この比率が高い場合、将来これらの負担額を実際に支払う必要が

あることから、今後の財政運営が圧迫されるなどの問題が生じる可能性が高く

なる。  

※標準財政規模とは 

地方公共団体が通常水準の行政活動を行う上で必要な一般財源

の総量を指す。  

【計算式】 

標準財政規模 

＝（基準財政収入額 － 各種譲与税 － 交通安全対策特別交付金） 

× 100 ÷ 75 ＋ 各種譲与税 ＋ 交通安全対策特別交付金 

＋ 普通交付税＋臨時財政対策債発行可能額 



■令和４年度健全化判断比率 

（単位：％） 

健全化判断比率 
令 和 

元年度 

令 和 

２年度 

令 和 

３年度 

令 和 

４年度 

早期健全化 

基準 

実質赤字比率 -17.7 -19.0 -25.2 -24.4 15.0 

連結実質赤字比率 -20.2 -21.2 -28.5 -28.6 20.0 

実質公債費比率 

3 ヶ年平均 

5.3 5.9 6.2 7.0 25.0 

（単年度） （6.4） （6.1） （6.4） （8.8）  

将来負担比率 -139.6 -127.5 -124.8 -131.3 350.0 

※黒字の場合、実質赤字比率・連結実質赤字比率は負の値で表示されます。 
※将来負担額（地方債残高等）を充当可能財源等（基金残高等）が上回る場合、将来

負担比率は負の値で表示されます。 

 
■説明 

①実質赤字比率 

 令和４年度の池田町の一般会計等の実質収支は5億5,277万円の黒字であり、

実質赤字は生じていない。 

 
②連結実質赤字比率 

 令和４年度の池田町の一般会計等の実質赤字及び公営企業会計の資金不足は

いずれも生じておらず、連結実質赤字にはなっていない。 

 
③実質公債費比率 

 令和４年度の池田町の実質公債費比率（令和２年度～令和４年度の 3 ヶ年平

均）は 7.0％（対前年度 0.8％悪化）となった。単年度比率は 8.8％（対前年度

2.4％悪化）となっており、一般会計における地方債元利償還額が増加したこと

が要因である。 

 
④将来負担比率 

 令和４年度の池田町の将来負担比率は昨年同様「該当なし」となった。 

 この比率がマイナスとなることは、池田町が令和４年度末時点における将来

負担を令和４年度末時点において保有する現金等の資産を使用して返済できる

ことを意味しており、将来における財政圧迫度が低いことを示している。 

 地方債現在高や一部事務組合の発行した地方債償還に係る負担等見込み額な

どの将来負担額は増加したが、地方債で建設した町営住宅等からの使用料を地

方債の償還額等に充当可能な特定財源としたことにより、充当可能財源等が増

加し、比率は昨年度と比較し 6.5％改善した。 

  



令和４年度 

池田町歳入・歳出決算における資金不足比率分析について 

 

資金不足比率とは 

資金不足比率は、公営企業ごとの資金不足額の事業の規模に対する比率であり、経営

健全化基準（20.0％）以上となった場合には、経営健全化計画を定めなければならない

こととなる。 

※事業規模：営業収益－受託工事収益 

 
 
■令和４年度資金不足比率 

（単位：％） 

特別会計名称 令和３年度 令和４年度 経営健全化基準 

簡易水道特別会計 -0.5 -1.3 20.0 

下水道事業特別会計 -0.1 -0.3 20.0 

農業集落排水事業特別会計 -0.5 -3.2 20.0 

※黒字の場合、負の値で表示されます。 

 
 
■説明 

令和４年度の池田町の各特別会計決算における資金不足は生じておらず、昨年同

様、資金不足比率の該当はない。 

 


